
　
　

一
．
序

　

宋
晉
へ
の
書
簡
は
三
通
程
確
認
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
一
通
は
、「
劉
煕
載

尺
牘
研
究
─
山
西
・
太
谷
仁
村
か
ら
雪
翁
（
宋
晉
）
仁
兄
親
家
大
人
に
與
え
た
手
書

を
中
心
に
し
て
─
（
そ
の
一
）」（
福
岡
敎
育
大
學
紀
要　

第
61
號
第
五
分
冊　

平
成
二
十
四
年
二

月
）、「
同
題
（
そ
の
二
）」（
同
紀
要　

第
62
號
第
五
分
冊　

平
成
二
十
五
年
二
月
）、「
同
題
（
そ
の

三
・
完
）」（
同
紀
要　

第
63
號
第
五
分
冊　

平
成
二
十
六
年
二
月
）
─
以
下
『
宋
晉
Ａ
』（
そ
の
一
、

そ
の
二
、
そ
の
三
と
す
る
。）
と
し
て
既
に
發
表
し
た
。
今
回
は
そ
の
二
通
目
で
あ
る
。

内
容
は
副
題
が
示
す
樣
に
、
前
半
は
宋
晉
の
倉
場
（
穀
倉
監
督
所
）
へ
轉
任
す
る
に
、

煕
載
の
反
對
意
見
が
切
々
と
述
べ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

ほ
ゞ
第
一
・
二
箋
を
用
い
て
そ
れ
を
説
い
て
い
る
。
第
二
箋
の
最
終
部
分
か
ら
は

宋
晉
の
子
息
・
姪
、
二
人
の
試
驗
（
科
擧
）
の
事
に
觸
れ
、
自
分
の
息
子
の
そ
れ
に

も
及
ん
で
い
る
。
更
に
金
錢
の
や
り
取
り
、
送
金
の
件
に
及
ん
で
、
當
時
の
送
金
事

情
の
一
端
が
こ
れ
に
て
知
る
事
が
出
來
る
。
ま
た
、
宋
晉
の
實
弟
叔
元
の
樣
子
に
も

及
ん
で
い
る
。
再
度
自
身
の
長
男
・
次
男
の
試
驗
の
樣
子
や
、
そ
の
學
習
状
況
を
、

鄕
里
（
興
化
）
か
ら
の
報
告
を
受
け
て
の
知
ら
せ
と
し
て
、
宋
晉
に
傳
え
て
い
る
。

ま
た
、
現
状
の
自
身
の
經
營
す
る
塾
で
の
弟
子
の
試
驗
合
格
者
の
氏
名
を
擧
げ
て
、

そ
の
近
況
報
告
を
手
際
よ
く
報
告
し
た
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

福
岡
教
育
大
学
紀
要　

第
65
号　

第
五
分
冊　

 （
1
） 

─ （
16
） 

二
〇
一
六

劉  

煕  

載  

尺  

牘  

研  

究

　
─ 
宋
晉（
雪
翁
）仁
兄
の
倉
場
へ
調
任
す
る
に
反
對
意
見
の
陳
述
と
两
姪
、息
子
等
の
應
試
状
況
報
告
を
中
心
に
し
て 

─（
そ
の
一
）

T
he Study of Liu X

izai’s Letter 

─�Part1: A
 letter convincing X

u W
en not to accept the granary offi

cer. and a letter on Lu’s son’s decision to 
take K

A
K

Y
O

（科
擧

）exam
.

─

撫 

古
　
小
　
原
　
俊
　
樹
（
美
術
敎
育
講
座
書
道
分
野
）

鐵 

崖
　
相
　
川
　
政
　
行
（
東
京
學
藝
大
學
名
譽
敎
授
）

（
平
成
二
十
七
年
九
月
三
十
日
受
理
）
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書
簡
の
字
風
は
宋
晉
が
倉
場
侍
郎
（
官
職
名
）
へ
轉
任
す
る
年
次
が
、
そ
の
傳
─

『
清
史
稿
』（
下
段
参
照
）─
か
ら
判
る
の
で
、
劉
煕
載
四
九
歳
時
の
筆
蹟
と
な
る
。
前
研

究
の
筆
蹟
─
『
宋
晉
Ａ
』（
そ
の
一
）
圖
版
一
・
二
・
三
・
四
─
が
、
や
や
楷
書
に
近
い
眞
行
と

な
っ
て
い
る
の
に
對
し
、
こ
れ
は
少
し
書
き
流
し
た
樣
子
が
判
り
、
行
楷
と
言
え
よ

う
か
。
又
、
用
箋
の
色
は
や
や
ピ
ン
ク
と
黄
色
（
長
年
の
保
存
状
況
か
ら
少
し
原
色
か
ら
變

色
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
）
の
も
の
で
、
縦
罫
の
あ
る
八
行
信
（
箋
）
を
用
い
た
も
の
で

あ
る
。
そ
の
書
は
、
ま
だ
年
齢
か
ら
も
老
熟
し
た
も
の
で
は
な
く
、
堅
い
楷
書
筆
法

を
と
も
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
同
年
（
科
擧
及
第
同
年
）
で
は
あ
っ
た
が
、
宋
晉
は
劉

煕
載
よ
り
も
長
年
で
、
自
分
の
實
姉
の
夫
に
も
當
た
る
い
わ
ば
親
家
で
、
人
生
の
先

輩
格
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
に
宛
て
た
筆
蹟
は
極
め
て
丁
重
さ
が
窺
え
る
も
の
で
あ

る
。
本
研
究
は
、
次
の
項
目
を
も
っ
て
論
考
し
て
い
く
。

　

但
し
、
紙
幅
の
關
係
で
、
本
號
は
尺
牘
剖
析 
⑥
語
釋
考
迄
と
し
、
三
、
尺
牘
考

察
以
下
は
、（
そ
の
二
）
と
し
て
次
號
で
論
述
し
て
い
く
。

二
、
尺
牘
剖
析

　
　
　

①
圖 

版

　
　
　
　
〈
圖
版
一
〉
劉
煕
載
尺
牘
第
一
箋　
〈
圖
版
二
〉
劉
煕
載
尺
牘
第
二
箋

　
　
　
　
〈
圖
版
三
〉
劉
煕
載
尺
牘
第
三
箋　
〈
圖
版
四
〉
劉
煕
載
尺
牘
第
四
箋

　
　
　

②
釋
文
（
第
一
・
二
・
三
・
四
箋
）	

（
以
下
次
號
）

　
　
　

③
現
代
中
文
讀
（
拼
音
）	

　

三
、
尺
牘
考
察

　
　
　

④
訓 

讀	

　

四
、
書
式
・
書
法
分
析

　
　
　

⑤
現
代
語
譯	

　

五
、
結 

論

　
　
　

⑥
語
釋
考
（
以
上
本
號
）	

　

六
、
註
及
び
参
考
文
献

二
、
尺
牘
剖
析　
　

①
圖
版

　
　

圖
版
一
〉
劉
煕
載
尺
牘
第
一
箋

❖
參
考　

趙
爾
巽
主
編
『
清
史
稿
』
巻
四
百
二
十
二
、
宋
晉
傳
（
中
華
書
局
刊
行
標
點
本
に
よ
る
）
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（ 3 ）

二
、
尺
牘
剖
析　
　

①
圖
版

　
　

圖
版
一
〉
劉
煕
載
尺
牘
第
一
箋
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〈
圖
版
二
〉
劉
煕
載
尺
牘
第
二
箋
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〈
圖
版
三
〉
劉
煕
載
尺
牘
第
三
箋
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〈
圖
版
四
〉
劉
煕
載
尺
牘
第
四
箋
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②
釋 

文

　

第
一
箋

　

 
１ 
２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27

Ａ　

雪
翁
仁
兄
親
家
年
大
人　

閣
下
前
八
月
初
五
日
有
字
。
請

Ｂ　
　

安
想
已
達
矣
。　
并
有
弟
家
信
及

銀
両
統
寄
奉
託　

茲
惟

Ｃ　

老
兄
士
人
興
居
佳
勝
爲
頌
。
前
信
已
發
後
乃
知

Ｄ　

老
兄
調
任
倉
場
弟
於
昔
者
嘗
聞
此
官
之
難
做
矣
。
有
一
孟
老
翁
曾

Ｅ　
　
　

派
稽
査
之
事
、
直
云
此
官
定
不
可
爲
、
歴
潮
前
此
爲
之
之
人
其
不

Ｆ　
　
　

可
爲
者
自
見
。
大
抵
毛
病
難
以
枚
擧
、
只
早
告
假
爲
尚
弟
聞
此
説
亦

Ｇ　
　
　

姑
置
勿
深
論　
此
翁
嘗
稱　

兄
德

大
抵
是
誠
切
意
　

惟
前
承　

賜
書
言
及
近
來
精
力

Ｈ　
　
　

遊
、
於
前
將
欲
乞
假
是
乞
假
之
意
在
先
。
原
不
問
所
管
之
事

第
二
箋

　

 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28

Ｉ　
　
　

之
難
易
。
雖
易
也
。
亦
何
妨
旦
乞
乎
。
旦
非
自
擇
其
易
而
以
難
者
貽
人

Ｊ　
　
　

天
下
事
有
願
爲
有
不
願
爲
、
不
願
爲
者
不
妨
聽
願
爲
者
爲
之
。

Ｋ　
　
　
弟
茲
率
獻
所
聞
亦
以

Ｌ　
　

老
兄
有
前
此
之
言
。
知
非
願
爲
者
也
。
至

Ｍ　
　

高
明
之
酌
又
必
超
ゝ
元
箸
、
而
如
右
所
云
。
殊
不
足
以
當
一

Ｎ　
　
　

哂
也
。　

两
姪
試
事
何
如
念
々
。
弟
昨
竟
收
到
家
信
一
封
乃
由
官
封
而

Ｏ　
　
　
　

來
舎
下
壹
是
託

Ｐ　
　
　

芘
、
尚
属
平
順
。
家
中
收
到
之
信
係
弟
去
歳
十
一
月
發
、
收
到
銀
參
拾
壹
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第
三
箋

　
 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27

Ｑ　
　
　

両
。
係
金
府
所
會　
玄
冬

已
送　

至
。
今
春
之
信
與
銀
、
猶
未
及
收
也
。
前
承

　
　
　
　
　
　
　

 

但
爲
叚
刺
史
否
亦
未
收
得

Ｒ　
　

示
筱
韻
代
寄
。
筱
韻
係
熟
人
否
弟
一
時
竟
不
能
記
矣
。
前
八
月
寄
家

Ｓ　
　
　

之
捌
拾
両
欲
給
京
中
天
元
信
局
脚
費
代
寄
。
未
知
信
局
承
任
否
。
種
々

Ｔ　
　
　

費　
　

兩
姪
心
處
自
嫌
瑣
甚
也
。
茂
之
姪
之
官
江
右
有
信
來
否
。

Ｕ　
　
　

老
嫂
居
敞
邑
。
近
聞
裡
下
河
一
帶
倶
尚
安
謐
也
。　

叔
元
親
家
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

      

四
月

Ｖ　
　
　

爲
甘
泉
釐
捐
委
員
聞
已
有
發
京
之
信
并
有
弟
家
信
在
内
未
知
到

Ｗ　
　
　

否
。
大
兒
今
年
雖
未
入
都
與
試
據
云
現
尚
用
功
。
并
聞
次
兒
視
從
前
頗

Ｘ　
　
　

有
長
進
。弟
已
大
喜
過
望
、
與
試
與
否
。
特
其
餘
事
。
興
邑
八
月
縣
試
次
兒

第
四
箋

　

 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29

　
　
　
　
　
　
　
　
興

Ｙ　
　
　

以
學
淺
未
應
姑
俟
。
下
次
亦
深
合
。弟
意
也
。
弟
權
館
學
生
中
式
者
一
人
即

Ｚ　
　
　

薰
谷
同
年
之
子
業
閎
餘
則
無
有
。
弟
近
境
一
切
託

ａ　
　

芘
如
常
。
可
紓

ｂ　
　

尊
注
此
布
。
即
請

ｃ　
　

升
安
。
諸
惟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｄ　
　

心
鑒　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
姻
愚
弟
劉
煕
載
頓
首  

閏
八
月

二
十
三
日

（
數
字
は
必
ず
し
も
各
行
の
段
と
一
致
し
な
い
場
合
が
あ
る
。
本
文
に
は
句
讀
点
が
な
く
、
こ
れ
を
入
れ

た
か
ら
で
あ
る
。
空
格
を
含
め
て
數
え
る
）
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③
現
代
中
文
讀
（
拼
音
）
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④
訓 

讀

第
一
箋

雪
翁
仁
兄
、
親
家
、
年
大
人
閣
下
へ
。
前
に
八
月
初
五
日
に
字
有
り
請

安
。
已
に
達
す
る
を
想
へ
り
。
併
せ
、
弟
の
家
信
及
び
銀
两
統
寄
し
、
託
し
奉
れ
り
。
慈こ
こ

に
惟
う

老
兄
大
人
興
居
佳
勝
を
も
っ
て
頌
と
爲な

す
。
前ぜ
ん
し
ん信
、
已
に
發
す
る
の
後
、
乃す
な
わち
、

老
兄
の
倉
場
へ
の
調
任
を
知
る
。
弟
は
昔
に
お
い
て
嘗か
つ

此
の
官
の
難な
ん
さ做
を
聞
け
り
。
一
孟
老
翁
有
り
、
曾
て

稽け
い
さ査
の
事
に
派
せ
ら
れ
。
直
ち
に
云
え
り
。「
此
の
官
は
定
め
て
爲
す
べ
か
ら
ず
。
歴
潮
（
朝
の
誤
り
か
）
此
れ
之
を
爲
す
の
人
、
其
の

爲
す
べ
か
ら
ざ
る
は
自お
の

ず
か
ら
見あ
ら

わ
れ
る
。
大
抵
の
毛
病
の
以
て
枚
擧
し
難が
た

し
」
と
、
只
だ
早
く
假い
と
まを
告
げ
る
は
尚
た
り
。
弟
此
の
説せ
つ

を
聞
く
も
亦

姑
し
ば
ら
く
は
置
き
深
く
論
ず
る
な
し
。
此
の
翁
は
嘗
て
兄
の
德
を
稱た
た

え
、
大
抵
是
れ
誠
切
の
意
な
り
。
惟
だ
前
に
承う
け

賜
り
し
書
は
近
來
の
精
力
、

や
や

遊な
が

れ
る
に
言
及
せ
り
。
前
に
お
い
て
、
ま
さ
に
假
を
乞
わ
ん
と
す
。
是
れ
假
を
乞
う
の
意
、
先さ
き

に
在
り
。
原
に
所
官
の
事

第
二
箋

の
難
易
を
問
わ
ず
。
易や

す

き
と
雖
ま
た
も
亦
何
ぞ
妨
げ
を
且
つ
乞
わ
ん
乎や

。
且
つ
自
ず
か
ら
其
の
易
き
を
擇え
ら

び
て
難
ず
る
も
の
を
も
っ
て
人
に
貽の
こ

す
に
あ
ら
ず
。

天
下
の
事
に
は
願
爲
有
り
。
願
爲
せ
ざ
る
有
り
。
願
爲
せ
ざ
る
者
は
聴
く
を
妨さ
ま
たげ
ず
。
爲
す
を
聽
く
者
は
之
を
爲
せ
り
。

弟
茲こ
こ

に
率し
た
がい
、
聞
く
所
を
獻
す
る
も
亦
、

老
兄
に
は
、
前さ

き

に
此
の
言
有
る
を
も
っ
て
、
願
爲
に
非
ざ
る
者
を
知
れ
り
。

高
明
の
酌し
ゃ
くに
至
り
、
又
必
ず
超
々
元げ
ん

箸ち
ょ

に
し
て
、
し
か
し
て
云
う
所
右
の
如
し
。
殊
に
足
ら
ざ
る
は
以
て
ま
さ
に

一い
つ

哂し
ん

す
べ
し
。　

兩
姪
の
試
事
は
何
如
。
念
々
す
。
弟
昨
、
竟つ
い

に
家
信
一
封
收
到
せ
り
、
乃
ち
官
封
よ
り

舎
下
に
來き
た

る
壹
是
託
芘
し
、

尚
ほ
平
順
に
属
せ
り
と
。
家
中
收
到
の
信
は
弟
の
去
歳
、
十
一
月
に
發
す
る
に
係か
か

わ
れ
り
。
銀
參
拾
壹
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第
三
箋两

を
收
到
す
。
金
府
の
所
會
去
冬
已
に
送
る
。
至
り
。
今
春
の
信
と
銀
は
猶
ほ
い
ま
だ
收
す
る
に
及
ば
ざ
る
が
ご
と
き
な
り
。
前
に

筱し
ゅ
う
い
ん韻
承
示
代だ
い

寄き

す
。（
但
し
、
爲
叚-

人
名
？-

刺
史
は
否
や
、
亦
い
ま
だ
收
得
せ
ず
）
筱
韻
は
熟
人
に
係
わ
る
や
否
や
。
弟
の
一
時
、
竟つ
い

に
記
す
あ
た
わ
ず
。
前
八
月
、
家
に
寄き

す
る

の
捌
拾
两
は
京
中
の
天
元
信
局
の
脚
費
代
寄
に
給た
ま
はん
と
欲
す
。
い
ま
だ
信
局
の
承
任
否い
な

や
を
知
ら
ず
。
種
々
の

費
、　　

两
姪
の
心
處
自
ず
か
ら
嫌け
ん
さ

甚
だ
し
き
也
。　
　

茂
之
姪
の
官
江
に
は
信
の
來
た
る
有
り
や
否
や
。

老
嫂そ
う

の
敞へ
い
ゆ邑
に
居
る
。
近
く
は
裡
下
の
河
一
帯
は
倶
に
尚
ほ
安あ
ん

謐ひ
つ

な
る
を
聞
く
な
り
。　
　

叔
し
ゅ
く
げ
ん元
親
家
現
に

甘
泉
の
釐り
え
ん損
委
員
な
り
。
聞
け
り
、
四
月
、
已
に
京
を
發
す
る
の
信
有
り
、
并
せ
て
有
り
、
弟
の
家
信
内
に
在
り
、
い
ま
だ
到
ら
ざ
る
を
知
ら
ざ
れ
ば
則
ち

否
や
。
大
児
今
年
い
ま
だ
都
に
入
ら
ざ
る
と
雖
も
、
試し

を
與ま

ち
據よ
り

て
云
う
、
現
に
尚
ほ
功
を
用
い
た
り
と
并
せ
聞
け
り
。
次
児
視
る
に
前
從よ

り
は
頗
ぶ
る

長
進
有
り
と
。
弟
の
已
に
大
喜
し
望
に
過
ぐ
、
試
を
與ま

つ
は
與は
か

る
か
否
や
。
特
に
其
れ
餘
事
な
り
。
興し
ん
ゆ
う邑
の
八
月
縣
試
、
次
兒
は

第
四
箋

學
の
淺
を
以
て
い
ま
だ
應
ぜ
ず
。
姑し
ば
らく
俟ま
て

り
。
下
次
も
亦
深
く
合
す
。
弟
の
意
な
り
。
弟
の
權
館
の
學
生
、
式
に
中あ
た

り
た
る
者
一
人
。
即
ち

薰
谷
同
年
の
子
、
業ぎ
ょ
う
こ
う閎に
し
て
、
餘
は
則
ち
有
る
無
し
。
弟
の
近
境
一
切
託

芘
。
常
の
如
く
紓
や
わ
ら
ぐべ
し
。

尊
注
此
れ
布し

く
。
即
ち
請
う

升
安
。
諸
惟

心
鑒
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
姻
の
愚
弟
劉
熈
載
頓
首　
閏
八
月

二
十
三
日

（
右
は
誤
讀
多
く
し
て
、
試
讀
で
す
）
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⑤
現
代
語
譯

　

雪
翁
仁
兄
・
親
家
・
年
大
人
・
閣
下
殿

　

前
八
月
五
日
に
お
手
紙
を
出
し
ま
し
た
が
、
ま
も
な
く
着
信
す
る
で
し
ょ
う
。
同
封
に
小
弟
の
家
書
と
銀
两
統
も
お
願
い
致
し
ま
し
た
。

ご
健
勝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
前
に
書
翰
を
出
し
ま
し
た
後
に
、
老
兄
が
倉
場
に
轉
勤
し
た
事
を
知
り
ま
し
た
。
小
弟
が
昔
か
ら
よ
く
聞
い
て
い
た
話
で
は
、
こ
の
官
職
が
な
か
な
か

や
り
に
く
い
も
の
と･･････

。
或
る
一
人
の
孟
老
翁
と
い
う
人
は
、「
倉
場
の
稽
査
（
取
り
調
べ
）
の
職
に
派
遣
さ
れ
た
事
が
あ
る
が
、
そ
の
後
、
正
直
に
─
こ
の
官
は
や
る
べ
き
で

な
い
─
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
昔
よ
り
ず
っ
と
今
日
迄
、
こ
の
官
に
つ
い
た
人
の
事
を
よ
く
見
れ
ば
、
そ
の
「
や
る
べ
き
で
な
い
」
と
言
っ
て
い
た
事
は
よ
く
分
か
る
は
ず
で

す
。
そ
の
欠
点
を
擧
げ
盡
く
せ
な
い
が
、
と
も
か
く
い
ち
早
く
休
ん
で
良
い
と
思
い
ま
す
。
小
弟
は
こ
の
話
を
聞
い
て
、
し
ば
ら
く
の
間
、
問
題
に
し
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
孟
老
翁

は
い
つ
も
兄
の
人
柄
を
褒
め
て
い
ま
す
か
ら
、
言
わ
れ
た
話
は
大
抵
誠
意
も
あ
り
ま
し
ょ
う
。
但
し
、
こ
の
前
、
頂
い
た
お
手
紙
に
は
「
最
近
精
神
が
少
々
衰
え
て
き
て
い
る
か

ら
、
休
ん
で
も
よ
い
だ
ろ
う
」
と
書
か
れ
て
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
休
ん
で
も
よ
い
と
い
う
意
味
は
兄
に
と
っ
て
、
本
来
、
所
管
す
る　
─
以
上
、
第
一
箋
─

こ
と
の
難
易
と
は
關
係
な
い
の
で
、
や
り
や
す
く
て
も
そ
う
す
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
も
、
こ
れ
は
自
分
で
容
易
さ
を
選
ん
で
、
他
人
に
困
難
を
任
せ
る
事
で
は
な
い
か
ら

で
す
。
天
下
の
事
は
や
り
た
が
る
者
も
居
れ
ば
、
や
り
た
が
ら
な
い
者
も
い
る
の
で
、
や
り
た
が
ら
な
い
方
は
、
や
り
た
が
る
者
に
任
せ
れ
ば
良
い
。
以
上
、
小
弟
が
知
っ
て
い
る

限
り
の
事
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。
老
兄
は
「
や
り
た
く
な
い
」
と
言
っ
て
こ
ら
れ
た
か
ら
で
す
。
け
れ
ど
も
、
御
高
明
な
お
考
え
は
、
又
妙
言
で
も
あ
り
必
ず
普
通
の
考
え
を
超
え

る
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
右
の
よ
う
に
言
っ
た
の
は
餘
計
な
事
か
も
知
れ
ま
せ
ん
か
ら
、
お
氣
に
せ
ず
笑
っ
て
收
め
て
く
だ
さ
い
。

お
二
人
の
息
子
の
試
驗
の
事
は
ど
う
な
っ
た
の
か
、
心
配
で
す
。
昨
日
は
官
封
よ
り
手
紙
が
來
ま
し
た
。
お
陰
で
、
我
が
家
は
無
事
だ
っ
た
と
言
う
。
向
こ
う
に
着
い
た
手
紙
は
去

年
十
一
月
に
私
が
出
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
銀
參
拾
壹
两
は　
─
以
上
、
第
二
箋
─

金
府
─
？
─
（
こ
の
本
文
一
部
分
未
詳
）
よ
り
去
年
冬
頃
屆
き
ま
し
た
。
今
年
春
の
手
信
と
銀
は
ま
だ
着
い
て
い
な
い
よ
う
で
す
。
こ
の
前
、
筱
韻
（
し
ょ
う
い
ん
。
人
名
）
に
頼
ん
で
屆
け

る
と
こ
ろ
（
爲
叚
刺
史
は
ど
う
か
い
ま
だ
收
得
し
ま
せ
ん
）
が
、
筱
韻
と
い
う
人
は
知
っ
て
い
る
か
ど
う
か
、
一
時
に
思
い
出
せ
な
か
っ
た
。

前
八
月
送
る
捌
（
八
）
拾
两
は
京
中
の
天
元
信
局
に
手
數
料
を
出
し
て
運
送
を
任
せ
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
信
局
は
承
け
て
く
れ
る
か
ど
う
か
判
り
ま
せ
ん
。
い
ろ
い
ろ
費
用
な
ど

两
姪
の
心
は
瑣
事
を
嫌
う
事
甚
し
き
も
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。
姪
の
茂
之
は
官
は
江
に
任
官
し
て
か
ら
よ
く
手
紙
を
く
れ
ま
す
か
。
老
嫂
（
夫
人
）
が
我
が
ふ
る
里
に
お
ら
れ
ま

す
が
、
最
近
、
故
郷
（
興
化
）
の
邉
り
は
安
全
だ
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
叔
元
（
宋
晉
の
實
弟
）
親
家
は
現
在
の
甘
泉
（
陝
西
省
北
部
洛
河
流
域
か
）
の
釐
捐
（
税
務
署
）
委
員
を
務
め
た
と
い

う
。
四
月
中
、
北
京
へ
手
紙
が
も
う
そ
ろ
そ
ろ
届
く
途
中
と
聞
き
ま
し
た
が
、
そ
の
中
に
小
弟
の
手
紙
も
入
れ
ま
し
た
が
、
今
の
そ
の
状
況
が
分
か
り
ま
せ
ん
。
小
弟
の
大
児
（
長
男
）

は
今
年
、
北
京
に
入
試
に
行
か
な
か
っ
た
が
、
只
今
、
良
く
勉
強
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
次
児
（
次
男
）
も
以
前
よ
り
良
く
頑
張
っ
て
い
る
と
言
う
。
入
試
は
行
く
か
行
か

ぬ
か
は
別
に
し
て
、
そ
れ
だ
け
を
聞
い
て
小
弟
に
と
っ
て
、
大
い
に
喜
ぶ
の
は
言
う
迄
も
あ
り
ま
せ
ん
。
興
邑
（
興
化
）
の
八
月
の
縣
試
に
、　
─
以
上
、
第
三
箋
─

　

次
男
は
學
力
不
足
の
た
め
、
行
か
な
か
っ
た
が
、
次
の
試
驗
を
待
つ
意
見
も
小
弟
と
一
致
し
ま
す
。
私
の
塾
の
弟
子
の
合
格
者
の
中
の
一
人
は
、
薰
谷
同
年
の
子
供
、
業
閎
（
ぎ
ょ
う
こ

う
）
と
言
い
ま
す
。
他
に
知
人
の
子
供
は
い
ま
せ
ん
。
お
陰
で
小
弟
の
近
況
は
無
事
で
あ
り
、
御
安
心
く
だ
さ
い
。
こ
の
手
紙
よ
り
大
安
を
謹
ん
で
思
い
、
ど
う
ぞ
惠
鍳
下
さ
い
ま
せ
。

親
族
關
係
に
あ
る
愚
弟
劉
煕
載
よ
り　
閠
八
月

二
十
五
日　
─
以
上
、
第
四
箋
─
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⑥　

語
釋
考

○　

雪
翁
＝
宋
晉
の
事
。
先
方
の
字
又
は
別
稱
を
用
い
る
も
の
で
、
自
分
の
下
位
で

な
い
限
り
、
實
名
を
書
か
な
い
の
が
、
こ
の
時
代
の
し
き
た
り
で
あ
る
。
文
中

は
老
兄
大
人
等
を
用
い
て
い
る
。
宋
晉
に
つ
い
て
は
『
宋
晉
Ａ
』（
そ
の
一
）

の
二
六
頁
で
概
述
し
た
。
書
室
名
は
「
水
流
雲
在
館
」
で
、
著
に
『
水
流
雲
在

館
奏
議
詩
集
』
註
❶
が
あ
る
。
劉
師
の
書
簡
に
し
ば
し
ば
出
て
く
る
介
弟
の
叔

元
が
そ
の
詩
集
を
編
纂
し
た
。
兪
曲
園
が
─
宋
雪
帆
侍
郎
詩
序
─
（
次
次
頁
下

段
參
考
）
を
書
い
て
い
る
。
詩
集
中
に
は
劉
煕
載
に
關
す
る
賡
酬
等
の
詩
は
見

當
た
ら
な
い
。

顯
官
と
し
て
そ
の
任
務
は
多
忙
を
極
め
た
で
あ
ろ
う
が
、
そ
こ
は
進
士
出
身
者

で
あ
り
、
文
人
的
詩
情
も
そ
な
え
て
い
た
。
そ
の
一
例
を
擧
げ
る
と
、

　
　

過
二
東
坡
先
生
洗
研
遺
跡
一

　

飛
語
傷
人
最
不
レ
平　

崖
州
遠
謫
歎
二
浮
生
一

　

劇
憐
洗
硯
歸
來
日　

 

猶
有
文
章
咸
二
聖
明
一

で
あ
る
。

○　

銀
＝
清
朝
末
の
貨
幣
は
銀
貨
等
が
主
流
で
あ
っ
た
。
ど
う
い
う
金
融
流
通
か
は

未
詳
。
尚
、『
清
朝
錢
譜
』註
❷
等
で
は
順
治
～
雍
正
。
乾
隆
～
道
光
。
咸
豐
～

光
緒
と
そ
の
錢
型
、
錢
銘
等
が
か
な
り
變
化
し
て
い
る
。
時
に
表
裏
に
滿
文
、

漢
字
が
鑄
込
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
滿
州
人
の
統
治
で
あ
っ
た
清
朝
の

こ
と
故
當
然
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
晩
清
に
な
る
と
、
銀
貨
の
樣
子
も
一
變
し

て
く
る
も
の
が
あ
っ
た
註
❸
。

○　

興
居
佳
勝
爲
頌
＝
尺
牘
用
語
、
起
居
語
。
興
居
は
お
き
ふ
し
。
起
居
。
興
寝
。

爲
頌
は
御
祝
い
申
し
上
げ
る
。
爲
は
…
と
な
す
。
…
と
思
う
意
か
ら
奉
賀
候
。

爲
頌
3

3

は
諸
橋
轍
次
『
大
漢
和
辭
典
』
で
はW

éi Sóng 

を
時
文
の
原
音
（
漢
語
拼

音
に
換
え
る
以
下
同
）
を
擧
げ
る
の
み
で
あ
る
。
イ
シ
ョ
ウ
と
音
讀
す
る
か
、
な

じ
ま
な
い
が
「
頌
を
爲
（
な
）
す
」
と
訓
讀
も
出
來
よ
う
か
。

○　

調
任
倉
場
＝
轉
職
、
人
事
異
動
を
調
任
と
言
っ
た
。
現
代
語
で
も
轉
職
を
調

任
、
調
動
と
言
う
。
調
は
遷
任
す
る
。
う
つ
る
。
う
つ
す
。
調
字
は
『
書
經
』

等
に
も
見
え
る
語
で
は
あ
る
。
倉
場
の
職
は
穀
物
等
を
管
理
す
る
場
所
。
船

倉
、
運
搬
等
も
含
む
。
宋
晉
は
同
治
元
年
に
そ
の
侍
郎
（
官
職
）
に
つ
く
。
そ

の
後
の
顛
末
は
『
清
史
稿
─
巻
四
百
二
十
二
─
宋
晉
』
に
次
の
樣
に
記
す
。

○　

難
做
＝
做
は
作
の
俗
字
。
お
こ
す
。
振
興
す
。
な
す
。
行
う
。
そ
の
こ
と
が
な

し
難
い
。
こ
れ
も
『
大
漢
和
辭
典
』
で
はnǎn tsuò(zuò)

と
原
音
の
み
。「
な

ん
さ
」
と
訓
讀
し
た
。

○　

稽
査
＝
ケ
イ
サ
。
考
え
て
取
り
調
べ
る
。
調
査
。
南
方
か
ら
大
運
河
を
經
由
し

て
穀
物
が
京
師
に
運
ば
れ
る
。
こ
の
閒
、
天
津
に
こ
こ
か
ら
都
に
運
搬
さ
れ

る
。
こ
の
閒
各
地
の
港
や
中
繼
地
で
そ
れ
ら
が
汚
職
や
盗
難
に
遇
い
、
京
師
に

着
い
た
時
に
は
ほ
と
ん
ど
惨
憺
た
る
害
を
受
け
て
の
結
果
で
、
こ
れ
ら
を
管

理
、
調
査
に
携
わ
る
役
人
は
重
責
任
を
負
わ
さ
れ
る
事
に
な
る
。
こ
れ
は
歴

代
、
清
朝
の
王
朝
變
わ
ら
な
か
っ
た
樣
で
あ
っ
た
。
人
の
よ
き
義
兄
に
こ
の
任

に
當
ら
す
こ
と
を
強
く
心
配
す
る
劉
煕
載
は
早
く
休
暇
を
取
り
、
こ
の
職
か
ら

離
れ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。

○　

歴
潮
＝
潮
は
朝
の
誤
か
。
さ
す
れ
ば
歴
朝
は
代
々
の
朝
廷
。
代
々
の
王
朝
、
天

子
と
な
る
。

○　

毛
病
＝
毛
の
惡
い
く
せ
。
く
せ
。
き
ず
。
欠
点
。

○　

假
＝
仮
の
舊
字
體
。
ひ
ま
。
い
と
ま
、
暇
に
通
ず
る
。
休
暇
。　
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○　
弟
茲
率
獻
＝
弟
は
義
弟
と
も
な
る
劉
煕
載
。
率
は
し
た
が
う
。
お
お
む
ね
、
に

わ
か
等
の
意
。
獻
は
そ
の
聞
き
及
ん
だ
意
見
等
を
獻
上
す
る
。

○　

高
明
之
酌
＝
高
明
は
見
識
が
高
く
知
惠
が
明
ら
か
な
事
。
又
、
人
に
對
す
る
敬

稱
。
あ
な
た
樣
。
酌
は
考
え
。
酌
量
。
く
み
は
か
る
こ
と
。
く
み
と
る
こ
と
。

高
明
な
方
の
お
考
え
。

○　

元
箸
＝
元
は
玄
に
、
箸
は
著
に
通
ず
る
。
玄
著
ゲ
ン
チ
ョ
は
、
言
論
の
妙
を
言

う
。『
晋
書
、
王
戒
傳
』
に
「
王
戒
談
二
子
房
季
札
之
閒
一
、
超
然
玄
箸

3

3

3

3

」
と
あ

る
。

○　

一
哂
＝
音
は
シ
ン
。
わ
ら
う
。
ほ
ほ
え
む
。
あ
ざ
わ
ら
う
。
そ
し
り
笑
う
。
他

に
、
嗤
、
矧
、
噱
、
咍
、
听
、
莞
等
あ
る
が
そ
れ
ぞ
れ
意
に
異
同
が
あ
る
。

○　

筱
韻
＝
人
名
か
。
筱
は
篠
に
通
ず
。
未
詳
。

○　

兩
姪
＝
宋
晉
に
は
正
室
陳
夫
人
に
一
人
、
簉し
ょ
う

室
の
劉
夫
人
（
劉
師
の
姉
）
に
は

二
人
の
計
三
人
の
子
供
が
居
た
。
茂
之
は
そ
の
一
人
で
し
ば
し
ば
劉
氏
の
尺
牘

に
そ
の
名
が
出
さ
れ
る
。
劉
夫
人
の
子
供
で
あ
ろ
う
か
。

○　

承
任
＝Chéng jèn 

。
引
受
け
。
任
務
を
引
受
け
る
。
先
の
爲
頌
3

3

の
樣
に
『
大

漢
和
辭
典
』
で
は
、
拼
音
を
つ
け
る
の
み
で
あ
る
。
訓
讀
で
は
「
し
ょ
う
に

ん
」
と
し
た
。

○　

老
嫂
敝
邑
＝
宋
晉
に
嫁
し
た
姉
と
思
わ
れ
る
。
宋
晉
の
貫
籍
は
江
蘇
省
溧り
つ

陽よ
う

（
省
の
西
南
部
に
あ
っ
て
、
安
徽
省
に
接
す
る
）
で
あ
る
。
當
時
は
太
平
天
國
の
亂
の
た

だ
中
に
あ
っ
た
樣
だ
。
敝
邑
は
自
己
の
邑
里
の
謙
辭
（
鄕
里
、
揚
州
府
興
化
）、
こ

こ
に
避
難
し
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
下
文
の
安
謐
は
こ
の
亂
が
こ
の
地

域
一
帶
で
は
お
さ
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

○　

叔
元
親
家
＝
宋
晉
の
實
弟
。
劉
氏
は
他
信
に
お
い
て
も
、
こ
の
人
物
の
動
靜
を

氣
に
し
て
い
る
。
宋
晉
の
先
の
詩
集
中
に
兄
と
叔
元
と
の
や
り
と
り
の
應
酬
の

詩
が
二
、
三
見
ら
れ
る
。
儒
學
で
あ
り
、
兄
弟
愛
が
あ
っ
た
。
そ
の
一
例
を
以

下
に
擧
げ
る
。
尚
、
介
弟
と
は
他
人
の
弟
を
言
う
。
大
弟
と
も
。

東京大学東洋文化研究所
所蔵本による。

○　

甘
泉
＝
地
名
。
中
國
に
よ
く
見
ら
れ
る
地
名
で
あ
る
。
叔
元
の
赴
任
し
た
地
名

で
あ
る
が
、
ど
こ
か
確
定
し
が
た
い
。
一
應
、
陝
西
省
北
部
の
洛
河
流
域
の
甘

泉
が
考
え
ら
れ
る
。
他
に
、
江
蘇
省
江
都
等
も
考
え
ら
れ
る
が
・
・
・
未
詳
。

○　

釐
捐
＝
釐
は
お
さ
む
。
音
は
リ
。
捐
は
エ
ン
、
臨
時
税
。
附
加
税
。
釐
金
税
は

清
代
咸
豐
以
後
に
行
わ
れ
た
一
種
の
國
内
關
税
。
そ
の
役
人
に
叔
元
が
な
っ

た
。

○　

大
兒
・
次
兒
＝
劉
氏
の
息
子
・
長
子
。
劉
彝
程
（
一
八
三
六
～
一
九
一
〇
？
）
字
省

庵
。
成
人
後
は
數
學
者
と
し
て
活
躍
し
た
。『
簡
易
庵
算
稿
』
の
編
著
が
あ
る
。

次
男
は
展
程
で
あ
る
。
兪
樾
の
「
左
春
坊
左
中
允
劉
君
墓
碑
」注
❹
に
─
娶
宗
氏
、

以
君
官
、
生
封
宜
人
、
先
卒
。
大
夫
子
三
、
彝
程
8

8

國
學
生

3

3

3

。
展
程
8

8

光
緒
元
年
恩3

科
擧
人

3

3

3

。
尊
程
8

8

縣
學
生

3

3

3

。
女
子
二
、
云
々
─
と
あ
る
。
三
子
は
親
の
樣
に
殿
試

ま
で
應
試
出
來
ず
、
鄕
試
や
會
試
ま
で
で
あ
っ
た
樣
だ
。
恩
科
は
正
科
に
對
す

る
。
擧
人
は
鄕
試
に
授
け
ら
れ
た
。
劉
氏
は
自
身
の
樣
に
殿
試
及
第
ま
で
、
我

が
子
の
敎
育
を
並
々
な
ら
ぬ
考
え
て
い
た
事
が
よ
み
取
れ
る
。
尚
、
三
子
共
に

劉
師
の
説
文
音
韻
研
究
『
四
音
定
切
』注
❺
の
參
校
に
關
わ
っ
て
い
る
。

○　

與
試
＝
與
選
と
同
じ
。
試
（
選
）
に
あ
ず
か
る
。
さ
し
く
わ
ゝ
る
。『
易
─
雜

卦
』
に
「
或
與
或
求
」
と
あ
り
、
そ
の
注
に
「
我
を
以
て
物
に
臨
む
、
故
に
與
あ
ず
か

る
と
曰
ふ
」
と
あ
る
。
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○　

與
否
＝
こ
の
與
の
意
味
は
あ
ず
か
る
（
參
加
す
る
）
か
、
そ
う
で
な
い
か
。

○　

興
邑
＝
劉
氏
の
貫
籍
、
興
化
。
こ
の
地
方
で
應
試
し
た
の
で
縣
試
、
鄕
試
と
い

う
。
こ
の
鄕
試
に
及
第
し
、
擧
人
等
に
な
り
、
會
試
、
殿
試
に
及
ぶ
。
科
擧
の

出
發
點
で
あ
る
。
姪
や
子
供
の
應
試
に
は
強
い
關
心
を
抱
く
が
、
以
下
の
文
中

子
息
の
學
力
に
應
じ
本
人
に
ま
か
せ
る
樣
子
も
窺
え
る
。
劉
師
は
ま
さ
に
敎
育

者
で
、
我
が
子
に
對
し
本
人
の
自
立
心
を
考
え
て
の
故
、
あ
ま
り
干
渉
が
ま
し

く
は
な
か
っ
た
。

○　

權
舘
＝
舘
は
學
舍
。
寓
舍
。
貴
賓
の
宿
泊
す
る
官
舍
。
權
は
假
攝
。
か
り
に
他

の
官
職
を
兼
ね
る
意
。
こ
の
寓
舍
で
、
私
塾
的
に
應
擧
者
へ
の
敎
育
を
施
し
て

い
た
事
が
、
こ
こ
か
ら
窺
え
る
。

○　

中
式
＝
式
は
科
擧
の
法
制
。
中
は
及
第
す
る
こ
と
。
自
分
の
經
營
す
る
館
（
私

塾
）
で
敎
え
た
弟
子
が
試
に
及
第
し
た
事
。

○　

薰
谷
同
年
＝
薰
谷
は
人
名
。
未
詳
。
同
年
は
劉
氏
と
殿
試
等
の
及
第
年
次
が
同

じ
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
宋
晉
も
同
年
で
あ
っ
た
。
三
人
は
道
光
二
四
年

（
一
八
四
四
）
甲
辰
殿
試
及
第
者
。
進
士
と
な
っ
た
。
彼
等
に
は
年
齡
に
か
か
わ

ら
ず
、
氣
の
合
っ
た
者
同
士
の
特
別
な
關
係
が
出
來
、
親
し
い
交
流
が
晩
年
迄

續
い
た
よ
う
で
あ
る
。

○　

業
閎
＝
薰
谷
の
息
子
。
及
第
者
の
一
人
。
劉
師
の
弟
子
の
一
人
。

○　

託
芘
＝
芘
は
庇
に
通
ず
る
。
託
庇
。
御
蔭
樣
で
。

○　

諸
惟
は
、
伏
惟
（
謹
ん
で
思
う
に
、
又
ひ
そ
か
に
考
え
る
に
。
伏
以
と
も
）
語
で
、
先
方

に
求
め
、
願
い
請
ふ
の
意
を
表
わ
す
。

○　

心
鑑
＝
鑒
察
語
で
、
先
方
の
閲
視
を
言
う
も
の
で
、
伏
惟
語
の
次
に
置
か
れ

る
。
劉
煕
載
は
心
鍳
の
ほ
か
に
、
惠
鑒
、
垂
鑒
等
を
他
信
で
用
い
て
い
る
。

�

（
以
下
次
號
）

❖參考　俞樾が西湖で、『水流雲在舘奏議詩鈔』の序文を書いた。前半、宋晉との交流が記される。


